
 

 

保健師助産師看護師法（抜粋） 

 

（昭和23年7月30日号外法律第203号） 

 

〔保健師の定義〕 

第二条 この法律において「保健師」とは、厚生労働大臣の免許を受けて、保健師の名称を用

いて、保健指導に従事することを業とする者をいう。 

〔助産師の定義〕 

第三条 この法律において「助産師」とは、厚生労働大臣の免許を受けて、助産又は妊婦、じ

よく婦若しくは新生児の保健指導を行うことを業とする女子をいう。 

〔看護師の定義〕 

第五条 この法律において「看護師」とは、厚生労働大臣の免許を受けて、傷病者若しくはじ

よく婦に対する療養上の世話又は診療の補助を行うことを業とする者をいう。 

〔准看護師の定義〕 

第六条 この法律において「准看護師」とは、都道府県知事の免許を受けて、医師、歯科医師

又は看護師の指示を受けて、前条に規定することを行うことを業とする者をいう。 

〔保健師業務の制限〕 

第二十九条 保健師でない者は、保健師又はこれに類似する名称を用いて、第二条に規定する

業をしてはならない。 

〔助産師業務の制限〕 

第三十条 助産師でない者は、第三条に規定する業をしてはならない。ただし、医師法（昭和

二十三年法律第二百一号）の規定に基づいて行う場合は、この限りでない。 

〔看護師業務の制限〕 

第三十一条 看護師でない者は、第五条に規定する業をしてはならない。ただし、医師法又は

歯科医師法（昭和二十三年法律第二百二号）の規定に基づいて行う場合は、この限りでない。 

２ 保健師及び助産師は、前項の規定にかかわらず、第五条に規定する業を行うことができる。 

〔准看護師業務の制限〕 

第三十二条 准看護師でない者は、第六条に規定する業をしてはならない。ただし、医師法又

は歯科医師法の規定に基づいて行う場合は、この限りでない。 

第四十三条 次の各号のいずれかに該当する者は、二年以下の懲役若しくは五十万円以下の罰

金に処し、又はこれを併科する。 

一 第二十九条から第三十二条までの規定に違反した者 

二 虚偽又は不正の事実に基づいて免許を受けた者 

２ 前項第一号の罪を犯した者が、助産師、看護師、准看護師又はこれに類似した名称を用い

たものであるときは、二年以下の懲役若しくは百万円以下の罰金に処し、又はこれを併科す

る。 


